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形成計画について
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□ これまでの経過報告
ア．第１回協議会の振り返り
イ．新たな公共交通の仕組み研究会
ウ．計画策定に向けた地区説明会
エ．第１～３回交通まちづくり検討部会

□ 目標と実施する事業、実施主体
・計画期間
・実施事業
・計画目標

◎ 本日の内容
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ア．第１回 沼津市地域公共交通協議会

振り返り
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○沼津市の公共交通の課題と方向性について

【都市拠点を結ぶネットワークの
形成・強化】

視点１【ネットワーク】

【交通結節点の利用環境整備】

視点２【交通結節点】
【各地域に応じたサービス水準

の確保】

視点3【サービス水準】

【利便性向上と利用促進策への
取り組み】

視点４【利便性・利用促進】

【新技術の検証と活用検討】

視点５【新技術】

公共交通網の
再構築による
効率化

・交通不便地域
の解消
・乗務員不足

沼津駅のバス
案内の充実

終バスの延長
終バス以降の対応

・運行本数の増加
・現状の運行で
精一杯

機動力あるタクシー
の活用

待合環境の向上

高齢者への利用促進
グリスロ・MaaS
などに期待

・これまでの“研究会”での議論が反映されていない
・計画の目的や目標を明確にする必要がある
・バス、タクシーを組み合わせてサービスを設計する
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まちづくりの大きな方向性

〇都市全体 : コンパクトな都市構造
・土地利用施策 ＋ 公共交通施策
・都市骨格となるインフラ整備

〇都市拠点 : 人間中心の都市空間
・質の高い公共空間
・駅周辺・都市拠点の都市再生

〇地域資源の活用による都市の魅力向上
・自然、歴史、文化、デザインの重視
・既存ストックの活用 公共施設 / 空床 / 空地

沼津市まちづくり政策課 5



沼津の都市構造

駿河湾沼津ＳＩＣ

愛鷹ＳＩＣ

至戸田

ららぽーと沼津

片浜駅

中心市街地

原駅

千本公園 沼
津
ア
ル
プ
ス

駿河湾

長泉沼津ＩＣ

沼津港
狩
野
川

御用邸記念公園

三島駅

沼津駅

沼津ＩＣ

至名古屋

至東京

鉄道による市街地の分断
鉄道により、市街地が南北に分断。
沼津市の強みが、市域全体に広がりにくい都市構造

広域交通アクセス

豊かな地域資源

しかしながら・・・

沼津の強み

伊豆方面

富士山方面

箱根方面
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沼津駅周辺総合整備事業
 現在の３か所ガードは、全て４車線の幹線街路に
 新たに10本の道路・通路を整備。まちの回遊性が大幅に向上
 現在の３か所ガードは、全て４車線の幹線街路に
 新たに10本の道路・通路を整備。まちの回遊性が大幅に向上

沼津駅コンコース高架下利用 沼津駅南口広場高架関連道路（添地本田町線）

沼津駅

のぼり道ガード 三つ目ガード 高田踏切あまねガード

沼津市まちづくり政策課 7



(都)金岡浮島線
・県道三島富士線（根方街道）のバイパスとして生
活道路の交通安全確保と渋滞緩和

令和元年度に次期区間事業認可取得予定

東駿河湾環状道路（西区間）
・広域交通と生活交通の分離による
国道１号の渋滞解消

国道414号静浦バイパス
・伊豆地域からの観光客の取込み

(主)沼津土肥線
・風光明媚な西伊豆海岸の観光道路
・戸田地区との連絡道路

駿河湾沼津ＳＩＣ
(都)三枚橋岡宮線
・高速交通とのアクセス向上

愛鷹ＳＩＣ

国

県

県

県

至戸田

県

自転車ネットワーク計画
「郊外エリア」

市街地以南の市域
自転車走行空間整備

長泉沼津ＩＣ

沼津ＩＣ

大岡駅

岡北区画整理

(都)沼津南一色線
・北駿地域から中心市街地への
アクセス向上

(都)原駅町沖線
・原駅前広場整備
・国１交差点改良

自転車ネットワーク計画
「市街地エリア」

沼津駅から概ね3km圏内
自転車走行空間整備

市

県

原駅

県

沼津駅

三島駅

沼津御用邸記念公園

ららぽーと沼津

片浜工業地域

沼津港

千本浜公園

中心市街地

韮山反射炉

伊豆ゲートウェイ函南

三島スカイウォーク

鉄道高架化事業
・市南北分断解消、交通渋滞解消
・中心市街地の一体化、高度土地利用
・区画整理事業と連携した拠点整備

(都)納米里本田町線
・都心環状道路（市街地北部を東西に横断）

県

駅周辺区画整理

ＡＯＩパーク
（東海大跡地）

道の駅整備検討会
（仮称）設置

浮島工業団地

片浜駅

(都)片浜池田線
・広域交通とのアクセス性向上
市道0105号線（交差点改良）

市営今沢団地建替
・バス停については、周辺地域との
調和や、歩行者動線の連続性、パブ
リックスペースの整備に留意。

沼津港みなとまちづくり推進計画
・沼津港が目指す将来像
・将来像を実現するための方策

県

岡宮北区画整理事業
・45.3ha（R5完了予定）
・居住者の増加地区

市

沼津市の主要インフラ事業

市
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沼津駅周辺総合整備事業
 鉄道施設のスリム化に伴い、利便性の高い駅周辺に広大な鉄道跡地が誕生
 これら跡地について、公共利用や民間投資による活用を図り、まちの活性化を促進
 高架下スペースとして約4.7haが利用可能となり、新たなまちづくりに向けて有効利用

 鉄道施設のスリム化に伴い、利便性の高い駅周辺に広大な鉄道跡地が誕生
 これら跡地について、公共利用や民間投資による活用を図り、まちの活性化を促進
 高架下スペースとして約4.7haが利用可能となり、新たなまちづくりに向けて有効利用

当初鉄道施設面積 約２９ｈａ
鉄道高架後の鉄道施設面積 約 ８ｈａ
鉄道施設の跡地面積 約２１ｈａ（東京ドーム約４.４個分）

＋

沼津駅

公共利用や民間投資による活用 ⇒ まちの活性化

※約6haは既にプラサヴェルデの整備など鉄道跡地の活用を図っています

沼津市まちづくり政策課 9



中心市街地まちづくり戦略 「公共空間再編の方向性」

② 駅前オープンスペースの創出
○駅前広場をエントランス空間とし、憩い

くつろげる滞留空間を創出

③ 交通結節機能の拡充
○公共交通の利便性を向上させ、車と

歩行者の動線を見直し、駅前広場を
再編

⑤ 駅と“まち”の接着
○駅と“まち”をシームレスにつなげる駅前

交差点の地上横断化

④ 駅周辺の回遊性の向上
○駅周辺の歩行者の回遊性を高める空

間を創出

⑥ ヒトと公共交通優先の空間の創出
○公共交通の充実を図り、歩行空間が充実した

空間を創出

⑧ 低未利用地の活用
○駐車場のあり方検討にあわせ、まちなか居住

を支える生活利便機能の導入を検討

⑦ 段階的な整備と暫定利活用
○沼津駅周辺総合整備事業の段階的な整備

期間における暫定利活用を検討

① ヒト中心の空間に再編
○骨格街路の内側をヒトにとって快適な空間に再編

沼津市まちづくり政策課

■沼津駅周辺総合整備事業の進捗を見据え、中心市街地が魅力的な空間となるよう検討を深めるため
「中心市街地まちづくり戦略会議」を開催し、公共空間の再編や新たな都市機能導入について議論。
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選ばれる中心市街地に

・便利な場所を更に便利に

・住みやすく、働きやすく、過ごしやすく、移動しやすい場所に

・洗練された、お洒落な場所に

街を変える大きなチャンス

11

●まちづくり・インフラ整備

●公共施設マネジメント

●産業、商業、観光、景観

●くらし・福祉

●教育・文化

●防災 …etc

沼津市まちづくり政策課 11



公共交通の役割、目的

・わかりやすいバス乗り場

・生活交通の維持・確保

・運転手不足・高齢化

・利便性向上と利用促進

沼津市のこれからのまちづくり
×

公共交通は何ができるのか?

公共交通の課題
・拠点とのネットワーク（岡宮地区）

・公共交通空白地帯（大岡地区など）

・交通軸の質の確保

・高架後の交通広場

沼津市まちづくり政策課 12



イ．新たな公共交通の仕組み研究会について
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沼津市まちづくり政策課

まちづくりと一体となった公共交通の研究

平成27年度 平成29年度 平成30年度

《基礎調査業務委託》

⑴地域特性把握
⑵現況把握

・人口動態
・土地利用
・公共交通ほか
⑶利用実態・ニーズ把握調査

・市民アンケート、
・バス利用者アンケート、
・バス事業者ヒアリング
⑷課題の整理

《新たな公共交通の
仕組み研究会》

委員：有識者、行政、コンサル
開催回数：３回

⑴課題とテーマ整理
⑵テーマ毎の施策検討

・都市拠点を結ぶネットワーク
の構築
・生活交通の維持・確保
・ICT技術による公共交通の
高度化
・計画作成と関係者間の連携
⑶スケジュール検討

《新たな公共交通の
仕組み研究会》

委員：市民、交通事業者、
有識者、行政、コンサル

開催回数：５回

⑴公共交通に対する意見交換
⑵沼津駅ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの問題点
⑶沼津駅バス乗り場の設定
⑷路線の方面別色分け
⑸沼津駅ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの集約

《駅－港間の利用実態調査》

生活利用と観光利用の実態を把握するた
め、路線バスの利用実態調査を実施した。
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【研究会における検討の状況】

○新たな公共交通の仕組み研究会の概要
【研究会の目的】
平成29年度に、本市の公共交通の課題を精査し、地域公共交通の維持改善さらには都市の活性化・魅力向上を
目指し、ＩＣＴや新しい技術を活用した新たな公共交通の仕組みづくりを研究するため立ち上げ、有識者からアドバイ
スをいただく。
平成30年度には、地域公共交通網形成計画の策定を見据え、市内の公共交通網の再構築に向け取り組むにあた
り、市民や交通事業者、関係行政機関を加え、フィールドワークやワークショップを通じて課題への具体策を議論し、
わかりやすく使いやすい公共交通とするため、提言としてとりまとめた。

【第2回】H30.10.29 「沼津駅バスターミナルやバス停(さんさん通り)の問題点」 の抽出

【第3回】H30.12.3 「沼津駅バスターミナルの集約化及びバス案内の改善案」の検討

【第4回】H31.1.24 「バス路線の構造化（路線の色分け等）と市内路線の見せ方・あり方」の検討

【第5回】H31.3.20 「沼津市のバス路線網形成のあり方や今後の取組のまとめ」

関係者で現地調査 参考となる事例の把握

行き先別路線集約作業

駅前案内改善案作業

【第1回】H30.9.21 「沼津市の公共交通」 の把握
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～研究会における提案内容～

～今後の展開～
今後の展開として、次年度（R1年度）以降は以下の5つの作業を進め、沼津市の公共交通網を分かりやすく、そして使いやすく
組立てていく。

展開① バスマップの整理作業と路線の構造化作業（分かりやすい案内と路線の構造化）
バス路線を構造化（方面や経由地の共通性や基軸表現の整理）により、分かりやすい路線網を構築。

展開② 路線方面別ナンバー・カラー化、案内表記の統一（分かりやすい案内と路線の構造化）
交通圏を意識し、近隣市町と連携を図る（伊豆地域全体、三島市方面、富士市方面等）。

展開③ 沼津駅南口バスターミナルの改善 方面別の乗り場の統合に向けて、路線・ダイヤの調整。

展開④ 公共交通の充実、軸の強化、路線の維持 まちづくりと連携。利用環境の改善。

展開⑤ バス３事業者の連携 協議の場づくり、沼津フリーパス等の共通の取組、調整等。

＜沼津市の公共交通をよくするための論点整理＞

論点① 沼津市のバス路線は3つの事業者により沼津駅を中心として多方面に整備されている。

論点② 多方面のバス路線網を活かしていくことが沼津市の公共交通の重要なポイントであるが、駅を中心とした

「バス路線・運行の分かりにくさ」を改善していくことが特に重要。

論点③ 多方面のバス路線の構造化によりネットワークの見せ方やあり方を検討していくことが必要。

＜沼津市の公共交通に関する提言＞

提言① 分かりやすさの向上 ※提言①の具体案は次頁参照
◎バス路線の方面別集約・色分け・見せ方（→方面別にラインとして路線集約。分かりやすい名称とし色分け。経由地や経由道路
を表示。イレギュラーな路線（企業バス、スクールバス）は表記を工夫。）
◎沼津駅前バス乗り場のあり方 （→上述の路線の集約、見せ方の工夫に合わせた方面別の乗り場を集約。方面が近い路線は隣同
士に配置し、一体的に利用できるよう工夫。）

提言② 交通事業者の連携
分かりやすさの向上の実現（方面別集約・色分け・見せ方、バス乗り場のあり方）については、3つの交通事業者の連携が必要で

あり、 今回の研究会における検討をきっかけとしながら、沼津市のまちの顔となる基軸の形成の他、路線の構造化により、分かり
やすく使いやすい路線網形成につなげていく。

○平成30年度 新たな公共交通の仕組み研究会の検討成果 ～提言～
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（→方面別にラインとして路線集約。分かりやすい名称とし色分け。経由地や経由道路を表示。

イレギュラーな路線（企業バス、スクールバス）は表記を工夫。）

◎バス路線の方面別集約・色分け・見せ方

提言① 分かりやすさの向上に関する補足資料
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（→上述の路線の集約、見せ方の工夫に合わせた方面別の乗り場を集約。方面が近い路線は隣同士に配置し、一体的に利用できるよ
う工夫。）

◎沼津駅前バス乗り場のあり方
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ウ．計画策定に向けた地区説明会について
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１ 実施状況

１．開会・挨拶

２．沼津市地域公共交通網形成計画策定について

①地域公共交通網形成計画の制度と概要について

②沼津市の現状と公共交通の課題

③地区ごとの公共交通の状況

３．意見交換会

４．バスに乗ろう！

５．その他（事業者より）

６．閉会

○計画策定に向けた地区説明会 開催報告

開催日 開催場所 対象地域 参加人数

８月27日(火) 愛鷹地区センター 愛鷹・片浜・今沢 21人

〃 28日(水) くるら戸田 戸田 37人

〃 30日(金) 原地区センター 原・浮島 16人

９月２日(月) 沼津市役所 第１～４・大平 31人

〃 ３日(火) 内浦地区センター 静浦・内浦・西浦 37人

〃 ５日(木) 沼津市役所 第５・金岡・大岡・門池 26人

合 計 168人

２ 実施内容

３ 全体を通しての主な意見

①現在運行している路線バスの見直し（ルート、ダイヤ、運賃に関すること）

②バスの待合環境の改善（交通結節点や各バス停の位置、施設設備）

③利便性の向上（支払方法の簡素化、運行情報の提供、終バスダイヤの延長など）

④小型車両による生活圏内移動の確保（病院、買い物など目的に応じた足の確保） 20



エ．第１～３回交通まちづくり検討部会について
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○交通まちづくり検討部会 開催報告

第１回交通まちづくり検討部会

令和元年７月２２日（月）15時～ 沼津市役所４階 危機管理センター

・第１回 沼津市地域公共交通協議会 開催報告

・議題 （１）沼津市おでかけマップ作成について

（２）沼津駅南口バスターミナルの方面別集約について

（３）沼津市地域公共交通網形成計画 目的の共有化

（まちづくりの方向性）

第２回交通まちづくり検討部会

令和元年８月１６日（金）14時～ 沼津市役所４階 危機管理センター

・議題 （１）沼津市おでかけマップ作成について

（２）沼津駅南口バスターミナルの方面別集約について

（３）沼津市地域公共交通網形成計画 課題への対応策洗い出し

第３回交通まちづくり検討部会

令和元年９月９日（月）14時～ 沼津市役所４階 危機管理センター

・議題 （１）沼津市地域公共交通網形成計画について

①地区説明会開催報告

②計画に位置づけるプロジェクト及び事業（案）、目標
22



問 題 点 対 応 策

B①市街地はバスの遅れが多い

C❶渋滞により定時性が確保できない

道路整備の推進
PTPSの導入

MM(マイカー抑制)
バスロケ導入

B②郊外は、運行本数が少なく、終バス時間も早い

A3①郊外路線の適正化、公正性の確保

A3②路線維持のための補助金のあり方検討

運行基準の設定
地域住民との協働

住民検討体制の支援

C②乗務員が不足している 採用支援
資格取得支援

A3③運転手不足、赤字路線に起因した路線退出 運行基準の設定
自主運行バス検討

B③各交通モードとの乗り継ぎが悪い ダイヤの見直し
交通結節点強化

A1①集約・再編による軸の形成
A1②軸としての質の確保（サービス水準・運行頻度）

路線集約・再編
ダイヤの見直し

《問題点１．運行に関すること》

A:市 B:利用者 C:交通事業者 23



問 題 点 対 応 策

B①近接した別々のバス停がありわかりにくい バス停の集約、統合

B②人口集積地なのに運行していない地域がある

A2①②③人口集積地における路線確保
路線の見直し・新設

C❶狭隘道路があり運行できない地域がある 道路整備
運行形態の検討

B③重複している路線がありわかりずらい 路線の見直し
共同運行

B⑤バス停名と目的地名が合致していない バス停の見直し
案内表示の統一

B⑥バス停までの距離が遠いところがある バス停の見直し
ｻｲｸﾙ&ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ

C④近隣市町を考慮した路線の設定がなされていない 路線の見直し・新設

C❷資源が点在しているのに観光路線バスがない

B④観光路線バスがない

路線の見直し・新設
観光周遊切符の作成

バスマップ作成

C❸既得権に縛られ路線再編が進まない 協議の場の設置

《問題点２．路線に関すること》
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問 題 点 対 応 策

B①案内表示がわかりにくい

A４②利便性やデザイン性のある施設となっていない

案内表示の統一
デザインの統一
サイネージの設置

B②乗り場が複数あってわかりにくい（駅・港） 方面別乗り場へ集約(駅)
バス停の集約(港)

B③バス案内窓口がどこにあるかわからない 観光窓口との連携
サイネージの設置

B④シェルターがない場所がある シェルターの設置

C❶十分な待機スペースの確保 市有地の活用

C❷乗り継ぎをスムーズにする配慮が必要
ダイヤ調整

案内表示・情報提供
交通結節点の環境整備

A４①人が集い、憩える空間が不足している 交通広場の再編

《問題点３．拠点(ターミナル)に関すること》

25



問 題 点 対 応 策

B①待合環境が悪いバス停がある バス待ち環境の整備
近接施設の活用

B②バスの乗り方が各社で違う 情報周知・MM(教室)

B③バスの運行情報がわからない

C⑤バスロケ導入の設備投資が多額となる
バスロケ導入
導入支援

B④ICカードが使えない事業者がある

C⑤IC導入の設備投資が多額となる
ICカード導入
導入支援

B⑤バスの運賃が高い 運賃の見直し

B⑥高齢者に配慮した情報提供ができていない 情報周知・MM(チラシ等)

C❷低床車両ニーズへの対応が不十分である 導入支援

C❸高齢者を対象とした利用促進策ができていない MM（チラシ等）
高齢者パスの作成

C❶関係者間で連携した利用促進策が不足している 企画商品開発

C❹利用促進に対応できる部署や人員が不足している 観光団体との連携

B⑦免許自主返納者へのインセンティブが乏しい 支援制度の検討

C⑥機動性があるタクシーが活用されていない あいのり、定額制など導入

《公共交通の課題４．利便性に関すること》

26



○課題の明確化

課題１:中心市街地と周辺地域の公共交通が頼れるものになっていない
沼津駅から放射状に路線バス網が整備されているが、同じ区間を複数の事業者が運行するなどわかりづらく、軸となる路

線が明確でない。また、都市的居住圏内であっても、遅れが顕著であったり、バスの運行頻度が乏しく、最終バスの運行時
間が早いなど不便な地域が存在しており、中心市街地と周辺地域に日常的に利用でき、頼れる公共交通が必要である。

課題２:買い物や通院困難者などへの移動手段の確保の取り組みが不足している

課題３:利用者の玄関口であるバス停やバスターミナルが、誰もが使いやすい環境になっていない

郊外部では、自主運行路線などにより路線バスを維持しているが、バス停まで距離がある人や体が不自由でバス停まで
行くことができず路線バスを利用することが困難な人達への移動手段の確保対策は講じられていない。
路線バスが運行していない交通不便地域では、路線の新設や機動性のあるタクシーの活用などラストワンマイルの交通

サービスの検討を進めるとともに、郊外部路線の運行維持に関するルール作りが必要である。

JR東海道線やバス同士の結節点となっている沼津駅南口バスターミナルでは、同一の行き先に対して複数のバス停があ
りわかりづらく、一部では雨をしのげる上屋が無い。市内の各バス停についても、同名のバス停が事業者ごと、方面ごとに複
数設置されている箇所や、安全・安心して待つことができないバス停が多数存在する。
また、バスの運行情報が提供されておらず、各社でバスの乗り方、料金収受の違いなどにより、わかりづらい・使いづらい環

境となっている。

課題４:提供するサービスや情報等の連携が図られておらず､利用促進効果が限定的となっている

課題５:駅周辺と港が相互に賑わいを波及させるための連携が不足している
沼津港は沼津市の一大観光地として週末を中心に賑わいを見せている。一方、沼津駅から沼津港に向かうバス停、沼

津港側から沼津駅に向かうバス停、共に複数のバス停があり、来訪者目線から利用しづらくなっている。
駅－港間を観光の軸としてネットワーク強化を行い、港の賑わいを市街地へ波及させる必要がある。

沼津市内の路線バスは主に３事業者（伊豆箱根バス、東海バスオレンジシャトル、富士急シティバス）により運行され
ているが、各社のサービス（フリーパス、企画乗車券、運行情報の提供、案内窓口、路線図、時刻表）が個別になされて
おり、沼津市を含めた関係者間での連携したおでかけ機会を創出する利用促進策が不足している。

27



施策プロジェクトの設定

整理した５つの課題に対して、課題を解決するための施策をパッケージ化した”プロジェクト５“を設定。

課題１:中心市街地と周辺地域の公
共交通が頼れるものになっていない。

課題２:買い物や通院困難者などへの
移動手段の確保の取り組みが不足して
いる。

課題３:利用者の玄関口であるバス停
やバスターミナルが、誰もが使いやすい環
境になっていない。

課題４:提供するサービスや情報等が
各交通事業者によるため、発現効果が
限定的となっている。

課題５:駅周辺と港が相互に賑わいを
波及させるための連携が不足している。

Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト

Ⅱ．公共交通セーフティーネット構築
プロジェクト

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消
プロジェクト

Ⅳ．楽しいおでかけ創出
プロジェクト

Ⅴ．沼津駅ー沼津港連携
プロジェクト

プロジェクト５

28



Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト

施策 短期(～R3) 中期(～R５) ⾧期(～R７)

沼津駅から放射状に伸びる路線の再編、集約

都市的居住圏内の運行頻度の確保

人口集積地への路線の新設（育てる幹線軸）

終バス以降のタクシーの活用（乗合タクシー）

渋滞頻度の高い路線の渋滞解消対策検討
（PTPS・バスレーン・右左折レーン等）

乗務員確保に向けた対策

再編実施(交)路線の詳細検討(交・市) 再編計画(市)

調査・検討(市・警察) 対策実施(市・警察)

路線検討(市・交) 試行運行(市・交) 本格運行(交)

調査(市) 実証実験(市・交) 本格運行(交)

軸の性能設定(交・市) 協定(交・市)

都市的居住圏内(沼津駅から約3km圏内)の路線の見直しやサービス水準の向上を図るとともに、運行を支える交
通基盤についても、速達性を向上させ定時性を確保するための環境について改善に努める。また、路線バス運行終了
後の移動手段としてタクシーを活用するなど、日常的に利用しやすい公共交通軸を形成する。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

（市）→沼津市、（交）→交通事業者、（県）→静岡県

本格運行(交)

:施策連携:施策実施:調査・検討

対策検討・実施(市・警察)
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Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト

施策:沼津駅から放射状に伸びる路線の再編・集約
:都市的居住圏内の運行頻度の確保

【問題点・課題】
・集約・再編による軸の形成
・重複している路線がありわかりずらい

【イメージ】路線の集約と「ライン表記」

【施策イメージ】
・現在、複数の系統が煩雑に入り乱れている（特に北方面）について、主
要な経由地・目的地名・経由道路を用いた「ライン」表記に整理する。
・路線の集約により、期間軸となる区間の運行頻度の確保。ダイヤの調整に
より、わかりやすいパターンダイヤの検討を行う。

時 ●●公園線

10 15 30

11 15 45

12 10 25 55

時 ■■病院線

10 5 30 50

11 10 30

12 5 20

B社
■■病院線

A社●●公園線

▲▲バス停

■■駅

【イメージ】運行頻度確保とパターンダイヤ

▲▲バス停のダイヤ

時 〇〇ライン

10 5 15 30 30 50

11 10 15 30 45

12 5 10 20 25 55

時 〇〇ライン

10 0 15 30 45

11 0 15 30 45

12 0 15 30 45

B社
■■病院行

A社●●病院行

▲▲バス停

■■駅

〇
〇
ラ
イ
ン

A社が7便

■■駅～▲▲バス停はすべてのバス
が停車します。

■■駅～▲▲バス停はすべてのバス
が停車します。

現状

集約による運行頻度確保

同時刻の発車や、
運行間隔を調整

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

B社が7便

利便性を向上し
つつ。各社１便
を効率化

同時刻発車

運行間隔30分

重複区間を〇〇ライン
として集約

毎時同じ時間に発車す
るパターンダイヤ。
利用者にわかりやすい
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Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

【イメージ】
・PTPS（公共車両優先システム）

施策:終バス以降のタクシーの活用

【問題点・課題】
・終バス時間が早い

【施策イメージ】
・現在の終バス以降の公共交通需要を調査し、深夜バスの運行（深夜料
金設定）や深夜乗合タクシーの実証実験を行う。

施策:渋滞頻度の高い路線の渋滞解消対策検討

【問題点・課題】
・市街地はバスの遅れが多い
・渋滞により定時性が確保できない

【施策イメージ】
・バスの遅れが発生している道路について調査を行い、PTPSやバスレーンの
設置など、スムーズに通行できる道路ネットワークを構築する。

出典:国土交通省HP 自動車総合安全情報

【事例】
・八戸市 深夜乗合タクシー「シンタクン」

出典:八戸市公共交通ポータル
31



Ⅱ．公共交通セーフティーネット構築プロジェクト

施策 短期(～R3) 中期(～R５) ⾧期(～R７)

郊外路線の運行維持に係るルールづくり

地域住民主体の協議会を支援
（地域の公共交通を育てる）

多様なニーズに対応したタクシーの活用

【福祉施策】
福祉有償運送運営協議会の運営

【福祉施策】
重度障害者タクシー利用料金助成事業

【交通安全施策】
高齢者運転免許証自主返納支援事業

市が運行を支援している郊外部等の路線バスについて、適正な運行に努めるため運行ルールを定めとともに、バス停
まで行くことが困難な人の移動手段を確保するため、小型で機動力のあるタクシーについてサービスメニューを増やすなど、
利用者ニーズに応じたきめ細やかな移動手段を確保し、公共交通セーフティーネットの構築に努める。
なお、福祉部局や交通安全部局とも連携し、それぞれの役割を明確にしたうえで、移動手段の確保に努める。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

モデルケースとして支援(市) 支援の制度化(市)

実証実験(市・交)展開メニューの検討（市・交)

自主運行基準検討(市) 自主運行見直し(市)

:施策連携:施策実施:調査・検討（市）→沼津市、（交）→交通事業者、（県）→静岡県

本格運行(市・交)

運営(市)

助成(市)

支援(市)
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施策:郊外路線の運行維持に係るルールづくり

Ⅱ．公共交通セーフティーネット構築プロジェクト

【問題点・課題】
・郊外路線の適正化、公正性の確保
・路線維持のための、補助金のあり方検討

【施策イメージ】
・市による運行補助を行うに当たって、持続可能な公共交通を育てるため補助金により運行を
維持していく場合の基準をルール化するもの。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

【事例】 浜松市 路線維持及び新規導入のための基準ルール（最低保証運行あり）

出典:浜松市資料 33



施策:地域住民主体の協議会を支援（地域の公共交通を育てる）

Ⅱ．公共交通セーフティーネット構築プロジェクト

【問題点・課題】
・人口集積地なのに運行していない地域がある
・人口集積地における路線確保

【施策イメージ】
・路線バスによるサービスが十分に行き届いていない地域において、自発的な検討会を支援するため、
市のサポート体制や支援制度を検討する。

【事例】 神奈川県横浜市 「地域交通サポート事業」
・地域の主体的な取り組みによって移動手段の確保や持続可能な運行がスムーズに進むように地域に
対して様々な支援を行う。
・具体的な支援は、実証運行時の差額補填やワゴン型バスでの本格運行時の車両費相当の補助等
であり、本格運行において市での運行委託や赤字補填は行わず、本格運行は民間事業者による運行
となる。現在１４地区が本格運行中

出典:平成26年度スキルアップセミナー関東（関東地方整備局）資料

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

▲本格運行中「こすずめ号」

「四季めぐり号」（実証運行時） 34



施策:多様なニーズに対応したタクシーの活用

Ⅱ．公共交通セーフティーネット構築プロジェクト

【問題点・課題】
・機動性があるタクシーが活用されていない

【施策イメージ】
・路線バスによるサービスが十分に行き届いていない地域において、機動性のあるタクシー
車両を用いた輸送サービスを検討する。

【事例】 定額タクシー（乗り放題）
群馬県明和町 ジェロンタクシー（実証実験）
※自宅と目的地２か所の相互区間を毎月7日間乗り放題

【事例（相乗りタクシー）】
東京23区、武蔵野市、三鷹市「相乗りタクシー」実証実験

• 配車アプリを活用し、タクシーを相乗りで割安に利用できるサービス（「相乗り
タクシー」）の実証実験を実施。

• 配車アプリ上で乗降車地を設定し、同方向に向かう利用者同士をマッチング。
• 各利用者が単独で乗車した場合の推計走行距離に応じて按分して算定。

乗車前に金額は判明。

出典:株式会社JTB

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

タクシーのメニュー例 概要 想定される利用者や地域の状況等

乗
合
タ
ク
シ
ー

定時定路線型
(小型車両での路線バス)

• 運行ダイヤやバスルートが決
まっており、需要がバス車両
に見合わない地域において、
初期投資や維持費の安価なワ
ゴン車などの小型車両で運行
する。

• 需要がバス車両に見合わない状況で
あるが、通勤・通学も含め一定の利
用が見込める地域。

• 車両は小型化するものの利用方法は
路線バスと同じであり、利用しやす
い。

デマンド
（定時定路線型）

• 予約（需要）があるときのみ
運行する。

• 乗降は路線上の停留所で行い。
時刻表が決まっており、需要
がない便は運行されない。

• 通勤通学等の日常的な路線バス需要
が少ない。

• 利用時間帯に偏りがある地域等
• 利用者は必要に応じて事前予約が必
要

デマンド
（地域内自由経路型）

• 予約（需要）があるときのみ
運行する。

• 地域内では近くのミーティン
グポイントや自宅前で乗降す
ることができる。

• 集落が広く、バス停までが遠い地域
• 目的地がある程度限定されている。

定額タクシー
（乗り放題）

• 定期券のように利用可能区域
や利用回数等の条件範囲内で
一定期間、定額で乗り放題等

• 路線バスが運行されていない地域
• 外出頻度がある程度高い（通院や通
学、学習塾等）

相乗りタクシー

• 配車アプリ等を活用し、同方
向に向かう利用者同士をマッ
チング。各利用者が単独で利
用した場合の推定走行距離か
ら事前確定運賃を決定。

• 発地点を駅などに限定
• 通常のタクシーでは利用しづらいや
や郊外地域

• 路線バスより割高、タクシーよりは
安価の運賃を許容できる利用者

タクシー車両を活用したメニュー（実証実験中を含む）
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施策 短期(～R3) 中期(～R５) ⾧期(～R７)

沼津駅バスターミナルを行き先方面別へ再編

ターミナル発着バスのダイヤ調整

デジタルサイネージの設置（沼津駅）

乗車方法、支払い方法の相違見直し検討

バス停位置等の見直し・改善

バス停の案内表示、デザインの統一(フォーマット作成)

バス停の環境改善
（駐輪場設置、コンビニ活用、バリアレス縁石活用等）

運行情報のオープンデータ化

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消プロジェクト
市民や観光客など利用者の玄関口である沼津駅南口バスターミナルや各停留所について、不満や不安を解消し、

誰もがわかりやすく使いやすいバス利用環境を創出する。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

その他路線（Ｒ２） 案内表示改修(市・交)

フォーマット作成（市） 順次見直し(交)

オープンデータ（交）

実施(市・交)

設置(市・交)

勉強会(市)

対策検討(市・交通)

見直し検討(市・交)

順次見直し(市・交)

検討(市・交) 順次見直し(交)

（市）→沼津市、（交）→交通事業者、（県）→静岡県 :施策連携:施策実施:調査・検討 36



【イメージ】H30新たな公共交通研究会提言

乗り場 路線 平日（本/日） 休日（本/日）
Ａ班 Ｂ班 Ａ班 Ｂ班

０番 沼津港ライン ３８ ４９

１番 御用邸ライン ７８ ６４

２番

我入道循環
下香貫循環
温水プール行【文化センター経由】

６９ ５０

３番 大平ライン ５２ ３８

４番 大諏訪ライン ３４ １６

５番
市立病院ライン【本田町経由】
市立病院ライン【郵便局経由】 ６８ ７０ ３１ ３２

６番

あしたかライン【郵便局経由】
あしたかライン【市立球場経由】
学園通りライン

７０ ６８ ３４ ３３

７番 黄瀬川ライン ６９ ６３

８番 大岡ライン ６２ ３９

富１番 企業・学校・明電舎 １２ ２

富２番
～

富６番

待合場所、貸切バス 予備バース ０ ０

南
方
面
路
線

北
方
面
路
線

そ
の
他
路
線

４ ２

７

０

１ ２ ３

８６５

３ ４
５

６
富士急
沼津ビル

沼津駅

富 １

施策:沼津駅バスターミナルを行き先方面別へ再編

【問題点・課題】
・ 乗り場が複数あってわかりにくい（駅・港）

【施策イメージ】
・路線の集約、見せ方の工夫に合わせた方面別の乗り場を集約。方面が近
い路線は隣同士に配置し、一体的に利用できるよう工夫。

【事例】八戸市
複数事業者の路線を方面別にバス乗り場を集約
バス停もよりシンプルな色分け、行き先表示としている。

出典:吉田委員提供資料

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消プロジェクト

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５
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施策:バス停位置の見直し・改善

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消プロジェクト

【イメージ】
同一名称で複数のバス停の見直し・集約

・さんさん通りの「大手町バス停」 は、上り方向２か所、下り方向３か所
に分散しているため、バス停の集約を図る。

【問題点・課題】
・近隣した別々のバス停がありわかりにくい
・バス停の移設が困難

【施策イメージ】
・隣接した別々のバス停を一つに集約。
・方面別に別のバス停に並ぶ必要がなく、目的のバスが来たときに乗車する。
・わかりづらい・混同しやすいバス停名を改善する。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

【イメージ】
同一バス停での異なる名称の改善（例:「三津」、「三津郵便局」）
わかりづらいバス停名の改善（例:「市役所」 → 「沼津市役所」

大手町バス停
東田子の浦方面

大手町バス停
伊豆⾧岡・三浦方面

大手町バス停

大手町バス停
三島方面

大手町バス停
沼津駅行

至 沼津駅

大手町交差点

沼津駅行

さ
ん
さ
ん
通
り

施策:運行情報のオープンデータ化

【問題点・課題】
・バスの運行情報がわからない

【施策イメージ】
・国土交通省が2017年3月に策定した「標準的なバス情報フォーマット
（GTFS）」データを整備し、インターネットでの検索の容易化や、デジタルサ
イネージによる運行案内、バスロケの実施を目指す。

（１）GTFSとは?
バス事業者と経路検索等の情報利用者（google等）との情報の受渡しのための共通フォー

マット。
（２）メリットは?
路線バスの経路探索で最も用いられている国内外のインターネットの経路検索サイト、乗換案内

アプリに掲載できるようになるということ。つまり、作成し登録するだけで多言語化対応や、他社路線、
鉄道等とのシームレスな乗換案内が可能になる。
そのほかにもバスロケ情報が経路検索に掲載される。臨時便や増発、運休などの運行情報が掲

載される。デジタルサイネージ等で表示できるようになるなどのメリットがあります。
バス事業者としては、運行の効率化やダイヤの組みなおし、時刻表の作成が容易になります。

【事例】 岐阜県中津川市

出典:国土交通省
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Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消プロジェクト

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

施策:バス停の環境改善 （駐輪場設置、コンビニ活用、バリアレス縁石活用等）

【問題点・課題】
・待合環境が悪いバス停がある

【施策イメージ】
・上屋が無い、乗り継ぎが⾧いなど、待合環境の悪いバス停について、順次
見直しを行う。
・整備に当たっては、近隣の商業施設や公共施設でのバス待ち環境の整備
など柔軟な整備を行う。
・自転車からバスへの乗り継ぎ（サイクル＆バスライド）を促進するためバス
停に駐輪場を設置する。

【事例】
コンビニと連携した「バスの駅」 京都市

出典:京都市ホームページ
【事例】
駐輪場の設置 神奈川県茅ケ崎市

出典:茅ヶ崎市ホームページ

【事例】
バリアレス縁石 新潟市
・側面を特殊な形状にすることで、タイヤが縁石に接触しても衝撃がほとんどなく、

バス停にバスを近づけること（正着）ができる縁石。
・縁石の一部に凹凸を設け、車両が縁石に接近すると微振動により運転手が感
知できる構造。 出典:新潟市ホームページ

出典:道路の移動円滑化ガイドライン

【事例】
切り込み形状を工夫し、正着の容易性を高めたバスベイ。
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Ⅳ．楽しいおでかけ創出プロジェクト

施策 短期(～R3) 中期(～R５) ⾧期(～R７)

路線図・時刻表の作成

企画乗車券の発売（乗車券付き旅行商品）

フリーパスの見直し（１日乗り放題、往復割引等）

高齢者パスの見直し

共同案内所の設置

バスイベント、企業・地区セミナーなどの開催

【観光施策】
多様なニーズに対応したタクシーの活用
（BAR、サイクルキャリー、ぬまづ暮らし）

地域の公共交通ネットワークを守ってきた事業者同士の連携を促進すると同時に、商店街や店舗との連携も強化し、
利便性向上及び利用促進について取り組み、楽しいおでかけ環境を創出する。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

路線図配布(市)

運営（交）

検討(市・交) 実施(市・交)

イベント等実施(市)

（市）→沼津市、（交）→交通事業者、（県）→静岡県 :施策連携:施策実施:調査・検討

時刻表作成(市・交)

検討(市・交) 実施(市・交)

検討(市・交) 実施(市・交)

実施(市・交)
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Ⅳ．楽しいおでかけ創出プロジェクト

【事例】東海バス「得トクバスパック」【事例】八戸市「わくわく♪バスパック」

施策:企画乗車券の発売（１日乗り放題、往復割引等）
フリーパスの見直し、ＰＲ
高齢者パスの見直し

【問題点・課題】
・バスの運賃が高い
・関係者間で連携した利用促進策が不足している
・高齢者を対象とした利用促進策ができていない

【施策イメージ】
・路線バスを使っておでかけしたくなるような企画乗車券、フリーパス、高齢者
パスの発行を関係者間で連携して行う。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

【事例】 東海バスオレンジシャトル「高齢者バス割引定期券楽々パス」

【事例】 「わくわくワンデーバスチケット」（３社共通フリーパス）
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Ⅳ．楽しいおでかけ創出プロジェクト

施策:バスイベント、企業・地区セミナーなどの開催

【問題点・課題】
・関係者間で連携した利用促進策が不足している

【施策イメージ】
・地域住民や職場、学校等を対象とし、公共交通の利用について考えるセ
ミナーやバスロゲイニング・乗り方教室などのバスイベントを開催。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

【事例】乗り方教室（東海バス）

【事例】バスロゲイニング
※路線バスを使ってより多くのチェックポイントを回り得点を集めるイベント

【事例】鳥取市
公共交通利用促進シンポジウム
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Ⅴ．沼津駅ー沼津港連携プロジェクト

施策 短期(～R3) 中期(～R５) ⾧期(～R７)

次世代モビリティの活用

新技術の検証(県との連携による自動運転検証など)

沼津港のターミナル化による乗り場の集約

デジタルサイネージの設置(沼津港)

駅ｰ港間の路線バス利用者の確保

中心市街地の拠点である沼津駅と観光拠点である沼津港について、公共交通モードの最適化を図りネットワーク
の強化を促進し、次世代モビリティを導入するなど相互に賑わいの波及に努めるとともに、公共交通の新たな需要の掘
り起こしを図る。

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

ＥＶバス導入・運行（交）

自動運転(市・県)

港ターミナル設計(市) 改修工事(県)

沼津港設置(市・交)

（市）→沼津市、（交）→交通事業者、（県）→静岡県 :施策連携:施策実施:調査・検討

具体策検討(市) 対策実施(市)

新技術の検証(市・県)

43



Ⅴ．沼津駅ー沼津港連携プロジェクト

施策:次世代モビリティの活用

【問題点・課題】
・駅ー港間のネットワーク強化
・港の賑わいを市街地へ波及

【施策イメージ】
・沼津市の玄関口である沼津駅と主要な観光地である沼津港の間をEV車
両の導入や、自動運転の実証実験などを通じてネットワーク強化を図るとと
もに港の賑わいを中心市街地へ呼び込む。

施策:デジタルサイネージの設置（沼津港）

【問題点・課題】
・バスの運行情報がわからない
・バスロケ導入の設備投資が多額となる

【施策イメージ】
・来街者や観光客が多数利用するターミナルにおいてデジタルサイネージを設
置し、運行情報の提供を行う。

【事例】
修善寺駅 ※南伊豆・西伊豆地域公共交通活性化協議会にて設置【事例】EVバスの運行 2018年度の実証実験の様子

沼津市地域公共交通網形成計画 プロジェクト５

※サイネージイメージ
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計画期間、計画目標の設定

Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト

Ⅱ．公共交通セーフティーネット
構築プロジェクト

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消
プロジェクト

Ⅳ．楽しいおでかけ創出
プロジェクト

Ⅴ．沼津駅ー沼津港連携
プロジェクト

目標を達成するためのプロジェクト
２．計画目標

１．計画期間:６ヵ年（令和２年４月～令和８年３月）
５つの課題を解決するための施策パッケージ”プロジェクト５“の事業期間を６年に設定。

③まちのにぎわいをサポートする公共交通

②市民とともに支え育む公共交通

①おでかけの手段として選ばれる公共交通
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日程 協議会 内容 部会 内容 備考

７月 第１回
・制度の概要 ・進め方
・現状把握 ・課題共有

第１回
・課題解決検討

・計画目的の共有化
各種調査

８月 第２回
・課題解決検討
・実施事業検討

地区説明会

９月 第３回
・実施事業検討
（プロジェクト化）

10月 第２回
・基本目標、実施事業

計画期間
第４回

・計画素案の検討
（基本方針、数値目標）

11月 第３回 計画（案）の確認 第５回 ・個別事業の検討

１月 第６回 ・個別事業の検討
パブリックコメント
市民説明会

２月 第４回 計画の承認

３月 策定 第７回 ・次年度事業の確認

計画の策定手順

沼津市まちづくり政策課 47
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